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茨城さいばいだより令和４年５月１日

　
　

  

ヒ
ラ
メ
資
源
増
大
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業  

　

漁
業
者
の
負
担
金
の
ほ
か
、
県
の
補
助
金
の
交

付
を
受
け
、
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
生
産
を
行
い
放
流
す

る
と
と
も
に
、
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
市

場
調
査
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

①
種
苗
生
産
・
放
流

　

１
０
０
㎜
サ
イ
ズ
ま
で
の
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
を
表

１
を
目
安
に
生
産
し
、
関
係
漁
協
の
協
力
を
得
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
先
海
面
に
放
流
し
ま
す
。

②
放
流
効
果
把
握
調
査

　

ヒ
ラ
メ
の
放
流
効
果
を
把
握
す
る
た
め
、
沿
海

の
各
漁
協
等
に
委
託
し
て
、
漁
業
種
類
毎
に
漁
獲

さ
れ
る
ヒ
ラ
メ
の
全
長
測
定
と
混
入
さ
れ
て
い
る

体
色
異
常
魚
の
尾
数
等
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

　
　

  

水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発

　
　
　
　
　
　

及
び
放
流
指
導
事
業

①
水
産
種
苗
生
産
技
術
開
発

　

県
の
委
託
を
受
け
て
ア
ワ
ビ
、
ア
ユ
、
鹿
島
灘

は
ま
ぐ
り
、
マ
コ
ガ
レ
イ
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
、
ム
ラ

サ
キ
ウ
ニ
に
つ
い
て
、
表
１
を
目
安
に
種
苗
生
産
、

量
産
技
術
開
発
、
種
苗
生
産
基
礎
技
術
開
発
を
行

い
ま
す
。

　

生
産
し
た
種
苗
は
県
の
指
示
に
よ
り
漁
協
等
へ

配
付
及
び
放
流
試
験
等
に
供
し
ま
す
。

②
放
流
指
導
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
漁
業
者
等
が
行
う
種
苗

放
流
に
関
し
て
、
試
験
研
究
機
関
と
連
携
し
、
種

苗
が
活
性
を
保
ち
放
流
効
果
が
よ
り
高
ま
る
よ
う

輸
送
時
の
管
理
や
放
流
方
法
等
に
つ
い
て
指
導
、

助
言
を
行
い
ま
す
。

　
　

  

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
保
守
管
理
事
業

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日
の

警
備
な
ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、

展
示
施
設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

　
　

  

栽
培
漁
業
普
及
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受
け
入

れ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に
対

す
る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
41
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
（
令
和
4
年
11
月
13
日
、
兵

庫
県
で
開
催
）
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
同

大
会
茨
城
県
参
加
団
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

　

栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進

す
る
た
め
、
当
協
会
の
機
関
誌
「
茨
城
さ
い
ば
い

だ
よ
り
」
の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
り
当
協
会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発

行
の
機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
関
係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に
参
加

し
て
参
り
ま
す
。

　

茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
や
茨
城
県
漁
業
士
会

に
助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　

  

養
殖
産
業
創
出
事
業

①
マ
サ
バ
養
殖
技
術
開
発
試
験

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
表
１
を
目
安
に
マ
サ
バ

の
養
殖
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

②
養
殖
業
相
談

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
養
殖
参
入
希
望
者
へ
の

技
術
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
県
の
要
請
に
応
じ

て
企
業
誘
致
活
動
へ
同
行
し
ま
す
。

（P.1）

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度  

事
業
計
画

事
業
計
画

表1　令和4年度計画

事　業　名 区 分
計　　画 放流・配付先等

放流・配付先等
種苗サイズ 目標数

⑴ヒラメ資源増大
　　　　パイロット事業 種苗生産魚種 100㎜（全長） 85万尾

・北茨城市から神栖市地先海面に放流
　�（具体的な放流場所及び尾数は、栽培推進

協議会で協議決定する）
⑵水産種苗生産技術開発事業
　①放流用種苗生産事業（アワビ） 種苗生産魚種 35㎜（殻長） 24万個 ・沿海漁協等
　②配付用種苗生産事業（アユ） 種苗生産魚種 70㎜（全長） 20万尾 ・県内業者等
　③種苗量産技術開発事業
　　（鹿島灘はまぐり） 技術開発魚種    2㎜（殻長）

   5㎜（殻長）
300万個

5万個 ・�貝殻色が茶色の親貝を用いた種苗生産を実施

　④種苗量産技術開発事業
　　（マコガレイ） 技術開発魚種 50㎜（全長） 15万尾 ・安定的に 50mm サイズを生産する飼育試験

  を実施
　⑤新規種苗生産基礎技術開発事業
　　（ホシガレイ） 技術開発魚種 50㎜（全長） 5万尾 ・受精卵導入による種苗生産を実施

　⑥新規種苗生産基礎技術開発事業
　　（ムラサキウニ） 技術開発魚種 10㎜（殻径） 5万個 ・安定的な人工採卵等を行う試験を実施

事　業　名 技 術 開 発 内 容 備　　　考

養殖産業創出事業（マサバ） ・採卵、種苗生産、養殖実証試験等
・50mm2 万尾、150mm1.3 万尾を生産

・仔稚魚期の共食い等による減耗防
  止技術開発を実施。

２ １３

４５
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タ
ー
の
機
械
設
備
の
定
期
点
検
、
夜
間
・
休
日
の

警
備
な
ど
施
設
・
設
備
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、

展
示
施
設
を
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

　
　

  

栽
培
漁
業
普
及
事
業

　

茨
城
の
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
普
及
啓
発
を
図

る
た
め
、
展
示
施
設
等
の
一
般
見
学
者
の
受
け
入

れ
の
ほ
か
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
へ
の
参
加

　

水
産
資
源
の
維
持
培
養
と
海
の
環
境
保
全
に
対

す
る
国
民
の
意
識
高
揚
等
を
図
る
第
41
回
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
（
令
和
4
年
11
月
13
日
、
兵

庫
県
で
開
催
）
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
同

大
会
茨
城
県
参
加
団
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

②
機
関
誌
の
発
行
等
普
及
事
業
の
実
施

　

栽
培
漁
業
な
ど
つ
く
り
育
て
る
漁
業
を
推
進

す
る
た
め
、
当
協
会
の
機
関
誌
「
茨
城
さ
い
ば
い

だ
よ
り
」
の
発
行
及
び
栽
培
漁
業
啓
発
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
り
当
協
会
の
活
動
や
茨
城
県
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
施
設
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
公
社
）
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
発

行
の
機
関
誌
を
関
係
団
体
に
配
布
す
る
と
と
も

に
、
関
係
中
央
団
体
の
予
算
陳
情
活
動
等
に
参
加

し
て
参
り
ま
す
。

　

茨
城
県
漁
業
研
究
協
議
会
や
茨
城
県
漁
業
士
会

に
助
成
し
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
　

  

養
殖
産
業
創
出
事
業

①
マ
サ
バ
養
殖
技
術
開
発
試
験

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
表
１
を
目
安
に
マ
サ
バ

の
養
殖
技
術
開
発
を
行
い
ま
す
。

②
養
殖
業
相
談

　

県
の
委
託
を
受
け
て
、
養
殖
参
入
希
望
者
へ
の

技
術
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
県
の
要
請
に
応
じ

て
企
業
誘
致
活
動
へ
同
行
し
ま
す
。

（P.2）

表2　令和３年度実績

１．種苗生産魚種

種　名
生 産 実 績

放 流 ・引 渡 し 実 績 等
全長･殻長 数量

ヒラメ 111㎜ 101.2万尾 ・自前養成親魚の産卵不調により山形県から受精卵等を確保した。
・7/28～9/17　 県内海域へ放流した。

アワビ
35㎜

30～40㎜
 5～25㎜

30.0万個
49.7万個
77.8万個

・放流用種苗として29.94万個を6/9 ～ 1/17に県へ引き渡した。
・R4及びR5放流用種苗については、順調に育成中。
・R6放流用種苗については、6月及び10月に採卵を実施。

ア　ユ 65～70㎜ 18.12万尾
・3/11～3/30に県に引き渡した。                                      　
　（内訳）販売 　 　　　　　　　　　　70mm　 95,249尾 
　　　　　県（水産試験場内水面支場）  70mm　   1,000尾
        　　 県内海域放流             　　　 65mm  　85,000尾

２．技術開発魚種

種　名
技術開発規模（実績）

備　　　　　考
全長･殻長 数量

鹿島灘
はまぐり 0.7～13.2㎜ 1,104.1万個

○種苗量産技術開発事業
・餌料藻類の栄養価に着目し、市販の珪藻と水質安定効果や細

菌増殖抑制物質を分泌するとされる藻種を組み合わせて飼育
試験を行った。

・8/27、9/10、10/4、10/21、11/4に県へ引き渡した。
・県(水産試験場)が0.9mm以上の個体にALC標識を付け鹿嶋市平

井海岸へ、0.9mm未満の個体は無標識にて同海岸に放流した。

ソイ類 クロソイ
42.7㎜ 3,260尾

○種苗生産基礎技術開発事業
・天然親魚（クロソイ）から仔魚を得て生産した。
・6/21に県（水産試験場）へ引き渡した（磯崎地先に放流）。

マコガレイ

38.9㎜
71.7㎜

35.3万尾
 3.8万尾

○種苗生産基礎技術開発事業
・令和2年度採卵種苗。
・配合飼料の夜間追加給餌による成長促進を図った。
・4/22～6/7に県（水産試験場）へ引き渡した（阿字ヶ浦海岸と常

陸那珂港に放流）。

9.8～26.9㎜ 約36.6万尾
・令和3年度採卵種苗(令和4年度県へ引き渡し予定)。
・令和1～2年度に行った餌料系列試験を調整し、再試験を実施中。
・サイズ、数量のデータは3/28を使用 。

ナマコ 21.9㎜
（4〜86㎜） 2.3万個体 ○新規種苗生産基礎技術開発事業

・12/4に県(水産試験場)へ引き渡した。

協 会 の 人 事 異 動 に つ い て
よろしくお願いします。
■名　　　前	 中村　丈夫
■役職・担当	 専務理事
■趣味・特技	 魚料理、弓道
■好きな魚介類	 寒サバ、寒ビラメ、入梅イワシ、初夏のシジミ など
■自 己 P R

　令和3年5月31日に就任しました。よろしくお願いいたします。
　協会の職員心得第１項に「漁業者に未来の活力を種苗に託して届けます。」とあ
ります。協会では、どうストレスを与えずに魚貝に産卵させ、良質な種苗をつく
るかを考えて業務に励んでいます。
　しかし、不謹慎にも私には、魚貝はうまそうな食材にしか見えず、どう捌いて
食べるかを考えてしまいます。水産業は魚貝が消費されて完結します。ですから
私は、茨城の素晴らしい漁場、育てて上手に獲る漁業、そして身が締まり脂の乗っ
た寒ビラメの昆布締めは最高なことなど、自分で作り食べたくなるような地魚の
魅力を栽培漁業を通じてＰＲしたいと思います。協会の魚に手をつけることなく。
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当
協
会
で
は
、
平
成
7
年
の
開
所
当
時
か
ら
ヒ
ラ
メ
の

親
魚
養
成
、
採
卵
、
種
苗
生
産
、
中
間
育
成
、
放
流
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
種
苗
生
産
で
は
、「
茨
城
方
式
」（
無
眼
側
体

色
異
常
を
防
除
す
る
飼
育
方
式
）の
開
発
な
ど
、
よ
り
良
い

種
苗
を
生
産
す
る
た
め
に
様
々
な
試
験
に
取
り
組
み
、
現

在
も
成
長
や
生
残
率
の
向
上
な
ど
に
力
を
入
れ
、
１
０
０

㎜
サ
イ
ズ
、
85
万
尾
の
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
ヒ
ラ
メ
の
生
産
に
関
す
る
一
連
の
流
れ
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

１
．
親
魚
養
成
、
採
卵

　

親
魚
養
成
は
、
生
産
に
必
要
な
良
質
卵
を
確
保
す
る
た

め
に
天
然
の
ヒ
ラ
メ
を
購
入
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
養
成

し
た
親
魚
を
2
～
3
月
に
雌
雄
や
サ
イ
ズ
を
分
け
る
な
ど

の
選
別
を
行
い
、
産
卵
専
用
の
水
槽
へ
移
槽
し
ま
す
。
5

月
頃
か
ら
雄
が
雌
を
追
う
産
卵
行
動
が
見
ら
れ
、
生
ま
れ

た
卵
を
飼
育
海
水
ご
と
ネ
ッ
ト
に
回
収
し
ま
す
。
回
収
し

た
卵
は
、
採
卵
作
業
に
よ
り
受
精（
浮
上
）卵
と
未
受
精（
沈

下
）卵
に
分
離
し
、
受
精（
浮
上
）卵
の
み
を
飼
育
水
槽
に
収

容
し
ま
す
。
受
精
卵
は
大
き
さ
０
・９
㎜
前
後
で
、
ふ
化
ま

で
に
約
3
日
間
か
か
り
ま
す
。
収
容
し
た
水
槽
内
で
ふ
化

を
確
認
し
た
ら
0
日
目（
０
日
令
）と
設
定
し
、
こ
こ
か
ら

飼
育
日
数
の
カ
ウ
ン
ト
が
始
ま
り
、
種
苗
生
産
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

２
．
種
苗
生
産

　

ふ
化
直
後
の
ヒ
ラ
メ
は
、
大
き
さ
3
㎜
前
後
で
ふ
化
仔

魚
と
呼
ば
れ
、
卵
黄
と
い
う
栄
養
を
約
3
日
間
か
け
て
吸

収
し
て
成
長
し
ま
す
。
吸
収
後
は
、
餌
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
3
日
目
か
ら
ワ
ム
シ（
約
０
・
２
㎜
、
袋

形
動
物
）を
与
え
始
め
、
13
日
目
か
ら
ア
ル
テ
ミ
ア（
約
０
・

６
㎜
、
甲
殻
類
）、
14
日
目
か
ら
配
合
飼
料
を
成
長
に
合
わ

せ
て
給
餌
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
後
、
変
態
期（
体
型
が
変

化
す
る
時
期
）を
迎
え
、
体
が
平
た
く
な
る
異
体
類
独
特
の

成
長
を
し
な
が
ら
着
底
が
始
ま
り
、
大
き
さ
約
20
～
25
㎜

で
稚
魚
と
な
り
ま
す
。
稚
魚
は
40
～
45
日
目
に
な
る
と
平

均
全
長
約
30
㎜
ま
で
成
長
し
ま
す
が
、
サ
イ
ズ
に
大
小
差

が
生
じ
る
の
で
大
小
選
別
を
行
い
ま
す
。
選
別
は
、
大
き

さ
を
そ
ろ
え
る
こ
と
で
ヒ
ラ
メ
同
士
の
噛
み
付
き
や
共
食

い
等
を
防
止
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。
全
種
苗
の
選
別
を

行
い
、
飼
育
尾
数
が
確
定
し
た
ら
種
苗
生
産
は
終
了
と
な

り
、
こ
こ
か
ら
中
間
育
成
が
始
ま
り
ま
す
。

３
．
中
間
育
成
、
放
流

　

中
間
育
成
で
は
、
30
㎜
選
別
で
分
け
た
大
群
、
小
群
の

種
苗
を
放
流
す
る
ま
で
飼
育
し
ま
す
。
餌
は
配
合
飼
料（
粒

径
4
種
類
）を
使
用
し
、
成
長
に
合
わ
せ
て
調
整
し
な
が

ら
手
ま
き
や
自
動
給
餌
装
置
で
給
餌
し
ま
す
。
60
～
70
日

目
を
経
過
す
る
と
再
び
大
小
差
が
出
て
く
る
の
で
2
回
目

の
選
別
を
行
い
ま
す
。
30
㎜
選
別
で
分
け
た
小
群
は
50
㎜
、

大
群
は
75
㎜
で
大
小
選
別
を
行
い
、
再
度
、
大
群
と
小
群

に
分
け
ま
す
。
成
長
の
早
い
群
は
80
～
90
日
目
で
平
均
全

長
１
０
０
㎜
と
な
り
ま
す
。

　

放
流
は
、
放
流
日
の
前
日
に
必
要
量
の
ヒ
ラ
メ
を
取
揚

げ
し
や
す
い
よ
う
、
大
型
水
槽
内
に
張
っ
た
網
い
け
す
へ

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
き
、
当
日
に
２
・５
～
３
・０
㎏
／
カ
ゴ

（
２
５
０
～
３
０
０
尾
）で
詰
め
て
い
き
、
最
大
で
３
０
０

カ
ゴ
、
７
・５
～
９
・０
万
尾
を
Ｆ
Ｒ
Ｐ
水
槽
に
収
容
し
ま

す
。
出
発
時
間
に
合
わ
せ
て
借
用
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
協
会

ト
ラ
ッ
ク
に
カ
ゴ
ご
と
積
込
み
、
陸
上
輸
送
し
ま
す
。
到

着
後
は
、
漁
協
の
案
内
に
従
い
、
ト
ラ
ッ
ク
を
移
動
し
て

漁
船
に
積
込
み
、
沖
合
で
船
上
か
ら
の
放
流
、
又
は
岸
壁

か
ら
の
放
流
を
行
い
ま
す
。
放
流
作
業
は
、
8
月
か
ら
9

月
中
旬
ま
で
ほ
ぼ
連
日
行
い
、
県
内
各
地
へ
放
流
し
て
ヒ

ラ
メ
の
生
産
は
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

ヒ
ラ
メ
の
生
産
期
間
は
5
～
6
ヶ
月
間
と
長
く
、
作
業

量
も
多
く
大
変
で
す
が
、
放
流
さ
れ
た
ヒ
ラ
メ
が
元
気
に

海
で
育
っ
て
、
価
値
の
あ
る
漁
獲
物
と
な
る
こ
と
を
職
員

一
同
、
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

  

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
3
年
度
か
ら
県
の
取
り

組
む
養
殖
産
業
創
出
事
業
の
一
環
と
し
て
マ
サ
バ
養
殖
用

種
苗
生
産
試
験
を
開
始
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
閉

鎖
循
環
水
槽
を
備
え
た
魚
類
養
殖
試
験
棟
の
建
設（
令
和
4

年
4
月
末
竣
工
予
定
）が
進
む
中
、
既
存
の
施
設
を
使
用
し

て
行
っ
た
マ
サ
バ
養
殖
用
種
苗
生
産
試
験
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

ヒ
ラ
メ
生
産
に
関
す
る
一
連
の
流
れ

ヒ
ラ
メ
生
産
に
関
す
る
一
連
の
流
れ川川  

上
　
久

上
　
久  

浩
（
魚
類
科
）　

浩
（
魚
類
科
）　

マ
サ
バ
養
殖
用
種
苗
生
産
試
験
に
つ
い
て

マ
サ
バ
養
殖
用
種
苗
生
産
試
験
に
つ
い
て

  

山山  

田
　
浩
（
魚
類
科
）　

田
　
浩
（
魚
類
科
）　 ヒラメ放流用種苗
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２
．
マ
サ
バ
の
生
態

　

マ
サ
バ
は
日
本
近
海
全
域
に
分
布
し
、
季
節
に
よ
り
移

動
す
る
回
遊
魚
で
す
。
本
県
沖
で
漁
獲
さ
れ
る
マ
サ
バ
は
、

伊
豆
諸
島
周
辺
海
域
で
春
頃
に
産
卵
し
、
春
か
ら
夏
に
か

け
て
北
海
道
沖
ま
で
北
上
し
ま
す
。
エ
サ
と
な
る
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
食
べ
て
脂
を
豊
富
に
蓄
え
、
秋
頃
か
ら
産
卵
の

た
め
に
南
下
し
ま
す
。
本
県
沖
で
は
晩
秋
か
ら
春
に
漁
場

が
形
成
さ
れ
、
主
に
ま
き
網
漁
業
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
て

い
ま
す
。
水
揚
量
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
本
県
の
漁
業

を
支
え
る
重
要
な
魚
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
な
ぜ
マ
サ
バ
を
養
殖
す
る
か

  

た
く
さ
ん
獲
れ
て
い
る
マ
サ
バ
を
な
ぜ
養
殖
す
る
の
か
疑

問
に
思
う
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
実
は
、
マ
サ
バ
に

は
ア
ニ
サ
キ
ス
と
い
う
寄
生
虫
が
い
る
た
め
、
生
の
ま
ま

食
べ
る
と
食
中
毒（
ア
ニ
サ
キ
ス
症
）を
引
き
起
こ
す
危
険

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
マ
サ
バ
は
加
熱
ま
た
は
冷
凍

し
て
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
生
の
マ
サ
バ
を
刺
身
で
味
わ
っ
て
み
た
い
と
思
う

人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
県
が
注
目
し
た
の
が
マ
サ
バ
の
陸
上
養
殖
で
す
。

陸
上
の
閉
鎖
循
環
水
槽
を
用
い
て
、
エ
サ
に
は
配
合
飼
料

を
与
え
て
育
て
る
こ
と
で
、
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
心
配
の
な

い
、
刺
身
で
食
べ
ら
れ
る
マ
サ
バ
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。

４
．
マ
サ
バ
陸
上
養
殖
の
利
点

　

陸
上
養
殖
の
利
点
と
し
て
は
、
①
刺
身
で
食
べ
ら
れ
る

（
ア
ニ
サ
キ
ス
症
の
心
配
が
な
い
）、
②
脂
の
乗
り
が
良
い
、

③
一
年
中
出
荷
で
き
る
、
④
出
荷
ま
で
の
期
間
を
短
縮
で

き
る
、
④
環
境
に
優
し
い（
海
面
養
殖
の
よ
う
に
残
餌
や
魚

の
糞
等
で
海
を
汚
す
こ
と
が
な
い
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
今

後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
産
業
に
な
り
そ
う
で
す
。

５
．
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

（
１
）マ
サ
バ
親
魚
の
確
保

　

最
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
は
採
卵
用
親
魚
を
確

保
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
昨
令
和
3
年
2
月
に

県
調
査
船
に
よ
っ
て
釣
獲
さ
れ
た
天
然
魚
61
尾
と
3
月
に

会
瀬
定
置
網
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
天
然
魚
57
尾
を
セ
ン

タ
ー
へ
搬
入
し
ま
し
た
。
搬
入
7
日
後
の
生
残
数
は
前
者

が
49
尾（
生
残
率
80
％
）、
後
者
が
14
尾（
同
25
％
）と
前
者

の
方
が
良
い
結
果
で
し
た
。
マ
サ
バ
は
ス
レ
に
弱
い
た
め
、

搬
入
作
業
に
は
魚
体
に
優
し
い
タ
モ
網（
ラ
バ
ー
ネ
ッ
ト
）

や
水
ご
と
運
べ
る
自
作
の
水
バ
ケ
ツ
等
を
使
い
、
飼
育
水

槽
へ
収
容
す
る
ま
で
丁
寧
に
扱
う
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

（
２
）餌
付
け
試
験

　

搬
入
翌
日
か
ら
マ
サ
バ
に
オ
キ
ア
ミ
を
与
え
て
餌
付
け

を
開
始
し
ま
し
た
。
最
初
の
1
、
2
日
目
は
全
く
見
向
き

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
3
日
目
頃
か
ら
食
べ
出
す
個
体

が
現
れ
ま
し
た
。
1
尾
が
食
べ
始
め
る
と
、
周
り
の
個
体

も
次
々
と
オ
キ
ア
ミ
を
食
べ
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
は
シ

シ
ャ
モ
の
切
身
、
配
合
飼
料
の
順
に
切
り
替
え
て
い
き
ま

し
た
。
マ
サ
バ
は
好
奇
心
と
食
欲
が
旺
盛
で
新
し
い
エ
サ

に
も
食
い
付
き
が
良
く
、
比
較
的
簡
単
に
餌
付
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
搬
入
時
に
３
０
０
～
４
０
０
ｇ
だ
っ
た

魚
体
重
は
、
産
卵
期
の
6
月
に
は
７
０
０
～
９
０
０
ｇ
ま

で
成
長
し
ま
し
た
。

（
３
）受
精
卵
の
確
保

　

受
精
卵
を
得
る
た
め
、
6
月
に
入
り
マ
サ
バ
親
魚
に
成

熟
促
進
ホ
ル
モ
ン
剤（
ゴ
ナ
ト
ロ
ピ
ン
）の
筋
肉
注
射
を
行

い
ま
し
た
。
す
る
と
、
数
日
後
か
ら
自
然
産
卵
が
始
ま
り
、

産
卵
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
産
卵
は

し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
が
、
得
ら
れ
た
卵
は
全
て
未
受
精

で
し
た
。
な
ぜ
受
精
し
な
い
の
か
、
他
県
の
担
当
者
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
小
型
水
槽
で
は
オ
ス
が
追
尾
で
き
ず
、

働
か
な
い
と
の
情
報
を
も
ら
い
ま
し
た
。
早
速
、
親
魚
を

そ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
小
型
水
槽（
2
㎥
）か
ら
大
型
水

槽（
80
㎥
）へ
移
し
た
と
こ
ろ
、
数
日
後
に
初
め
て
受
精
卵

約
5
万
粒
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
7

月
上
旬
ま
で
に
合
計
67
万
粒
の
受
精
卵
が
得
ら
れ
、
そ
の

一
部
を
用
い
て
種
苗
生
産
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
４
）種
苗
生
産
試
験

　

受
精
卵
か
ら
２
、３
日
で
ふ
化
し
た
マ
サ
バ
仔
魚
約
5
万

尾
を
1
㎥
飼
育
水
槽
3
面
に
収
容
し
て
試
験
を
開
始
し
ま

し
た
。
ふ
化
翌
日
か
ら
ワ
ム
シ（
約
０
・
２
㎜
の
動
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
）、
ふ
化
後
7
日
か
ら
ア
ル
テ
ミ
ア（
約
０
・
４
㎜

の
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）を
与
え
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
は
種

苗
の
状
態
も
良
く
、
順
調
な
飼
育
で
し
た
。

　

し
か
し
、
悲
劇
は
突
然
訪
れ
ま
し
た
。
ア
ル
テ
ミ
ア
給

餌
を
開
始
し
た
ふ
化
後
7
日
・
全
長
5
～
6
㎜
と
ま
だ
ま
だ

マサバ天然親魚

マサバふ化仔魚
（全長約3mm）

魚類養殖試験棟
（令和4年4月末竣工）
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小
さ
い
マ
サ
バ
種
苗
が
共
食
い
を
始
め
た
の
で
す
。
水
槽

内
の
至
る
所
で
共
食
い
が
見
ら
れ
、
当
初
5
万
尾
い
た
種

苗
は
ふ
化
後
10
日
に
は
1
万
尾
、
ふ
化
後
17
日
に
は
1
千

尾
と
あ
っ
と
い
う
間
に
飼
育
尾
数
が
激
減
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
間
に
は
、
共
食
い
を
防
止
す
る
た
め
、
エ
サ
の

量
や
給
餌
回
数
を
増
や
し
た
り
、
飼
育
水
に
ク
ロ
レ
ラ（
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
）を
添
加
し
て
暗
く
す
る（
種
苗
の
視
界

を
悪
く
す
る
）等
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
効

果
は
見
ら
れ
ず
、
共
食
い
防
止
が
マ
サ
バ
種
苗
生
産
に
お

い
て
一
番
の
課
題
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ふ
化

後
20
日
か
ら
配
合
飼
料
の
給
餌
を
始
め
た
こ
と
や
全
体
の

尾
数
が
減
っ
た
こ
と
で
、
共
食
い
は
少
な
く
な
り
、
ふ
化

後
30
日
で
生
き
残
っ
た
種
苗
は
全
長
60
～
70
㎜
・
約
５
０
０

尾（
生
残
率
1
％
）と
い
う
結
果
で
し
た
。

  

他
県
か
ら
の
情
報
で
マ
サ
バ
種
苗
は「
成
長
が
早
い
」、

「
共
食
い
が
ひ
ど
い
」と
い
う
特
徴
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
飼
育
し
た
感
想
と
し
て
は
、
成
長
が
早
い
こ
と
は

嬉
し
い
驚
き
、
共
食
い
が
ひ
ど
い
こ
と
は
悲
し
い
驚
き
で
、

驚
き
に
満
ち
た
初
め
て
の
種
苗
生
産
試
験
と
な
り
ま
し
た
。

  

生
き
残
っ
た
種
苗
は
現
在
も
親
魚
候
補
と
し
て
飼
育
を
継

続
し
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
2
月
末
時
点
で
１
４
０
尾
程

度
で
す
が
、
１
５
０
～
２
５
０
㎜
サ
イ
ズ（
魚
体
重
１
０
０

～
２
５
０
ｇ
）ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
6
月
の
産
卵
期
ま
で

に
で
き
る
だ
け
大
き
く
育
て
、
産
卵
さ
せ
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

（
５
）今
後
の
計
画

　

令
和
4
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
セ
ン
タ
ー
内
に
建
設
さ

れ
た
魚
類
養
殖
試
験
棟
の
閉
鎖
循
環
水
槽
を
用
い
て
、
親

魚
の
成
熟
促
進
処
理
に
よ
る
受
精
卵
の
安
定
確
保
や
共
食

い
防
止
対
策
に
よ
る
種
苗
の
安
定
生
産
な
ど
、
マ
サ
バ
養

殖
用
種
苗
生
産
の
技
術
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
発
行
さ
れ
た『
茨
城
さ
い
ば
い
だ
よ
り
No29
』で

は
、
鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り（
標
準
和
名
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
）

種
苗
生
産
で
浮
遊
幼
生（
ふ
化
か
ら
2
週
間
ほ
ど
水
中
を

漂
っ
て
い
る
時
期
の
幼
生
を
い
う
。
そ
の
後
稚
貝
と
な
っ

て
着
生
生
活
へ
移
る
）に
与
え
る
餌
料
藻
類（
植
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
）の
栄
養
価
に
着
目
し
た
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
生

残
率
が
向
上
し
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
効
果
の
あ
っ
た
餌
料
藻
類
の
組
み

合
わ
せ
を
浮
遊
幼
生
に
与
え
た
結
果
、
そ
の
生
残
率
・
稚

貝
の
生
産
数
が
向
上
し
、
震
災
後
初
め
て
生
産
計
画
１
，

０
０
０
万
個
体
を
上
回
る
約
１
，１
０
０
万
個
体
の
種
苗
を

生
産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

種
苗
生
産
は
浮
遊
幼
生
期
の
飼
育
の
み
で
な
く
、
採
卵

に
使
用
す
る
親
貝
の
飼
育
や
0.2
㎜
稚
貝
を
放
流
サ
イ
ズ
で

あ
る
２
㎜
稚
貝
ま
で
成
長
さ
せ
る
稚
貝
飼
育
が
あ
り
、
今

回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
改
善
点
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
親
貝
飼
育

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
加
温
給
餌
※
に
よ
り
親
貝
の
成
熟

促
進
を
行
う
こ
と
で
、
通
常
の
産
卵
期
よ
り
早
い
時
期
に

採
卵
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
は
飼
育
中

の
親
貝
の
斃
死
が
多
く
、
原
因
と
し
て
給
餌
し
た
餌
料
藻

類
が
飼
育
水
槽
の
底
に
沈
殿
し
、
飼
育
砂
の
汚
れ
な
ど
に

よ
り
環
境
を
悪
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
今
年
度
は
通
気
方
法
を
改
善
し
、
通
気
量
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
餌
料
藻
類
の
沈
殿
防
止
を
図
り
、
環
境
を
改

善
し
た
結
果
、
親
貝
の
斃
死
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
は
、
親
貝
の
栄
養
状
態
を
改
善
し
、
よ
り
良
い

卵
・
幼
生
を
得
る
た
め
に
、
親
貝
に
最
適
な
餌
料
藻
類
の
種

類
の
選
択
・
適
正
な
給
餌
量
・
組
み
合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て

調
べ
て
い
き
ま
す
。

※
加
温
し
た
海
水
を
流
し
、
餌
料
藻
類
を
与
え
る
飼
育
法

２
．
幼
生
飼
育

　

今
年
度
は
昨
年
度
成
績
が
良
か
っ
た
、
栄
養
価
が
高
い

キ
ー
ト
セ
ロ
ス
・
カ
ル
シ
ト
ラ
ン
ス
を
主
餌
料
に
し
、
水
質

安
定
効
果
が
あ
る
ナ
ン
ノ
ク
ロ
ロ
プ
シ
ス
を
補
助
餌
料
と

し
た
組
み
合
わ
せ
を
中
心
に
浮
遊
幼
生
を
飼
育
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
目
標
で
あ
る
２
㎜
稚
貝
１
，０
０
０
万
個
体
を

生
産
す
る
の
に
必
要
な
沈
着
稚
貝
７
，６
０
０
万
個
体
を
大

き
く
超
え
る
約
１
４
，６
０
０
万
個
体
の
沈
着
稚
貝
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
餌
料
藻
類
は
水
温
や
水
質
の
影
響
で
培
養
状

態
が
悪
く
な
り
、
ラ
ン
藻
等
の
不
純
物
が
混
入
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
期
待
し
て
い
た
水
質
安
定
効
果
が
得
ら
れ

な
い
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
餌
料
藻
類
の
中
に
は
細

菌
を
抑
制
す
る
物
質
を
出
す（
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
）効
果
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
ナ
ン
ノ
ク
ロ
ロ

プ
シ
ス
に
も
同
様
の
効
果
を
期
待
し
、
培
養
し
た
海
水
に

も
水
質
安
定
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
藻
体

を
ろ
過
し
て
取
り
除
い
た
培
養
海
水
の
み
を
飼
育
水
槽
に

添
加
し
、
効
果
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
培
養
海

水
の
み
を
添
加
し
た
場
合
で
も
沈
着
稚
貝
を
生
産
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
試
験
を
続
け
、
幼
生
飼

育
に
適
し
た
餌
料
藻
類
の
選
択
や
添
加
す
る
主
餌
料
と
補

助
餌
料
の
組
み
合
わ
せ
方
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

３
．
稚
貝
飼
育   

　

平
成
25
年
度
に
漁
港
内
か
ら
の
直
接
取
水
方
式
に
変
わ

り
、
取
水
海
水
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
原
生
動
物
・
ゴ
カ
イ
等

の
侵
入
が
あ
り
、
稚
貝
の
飼
育
水
槽
で
増
え
て
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
原
生
動
物
は
稚
貝
と
の
餌
料
競
合
を
起
こ
し
、

原
生
動
物
が
増
殖
す
る
と
先
に
餌
を
摂
っ
て
し
ま
う
の
で

稚
貝
が
餌
不
足
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
カ
イ
は
口
か
ら

糸
を
出
し
砂
を
固
め
て
隠
れ
家
を
作
る
た
め
、
稚
貝
が
砂

の
中
で
行
動
す
る
の
を
妨
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
飼
育
海
水
か
ら
の
原
生
動
物
・
ゴ
カ
イ
等
の
侵

入
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
紫
外
線
殺
菌
装
置
を
通
し
た
飼

育
海
水
の
使
用
、
飼
育
海
水
の
交
換
頻
度
を
減
ら
し
た
半

止
水
状
態
で
の
飼
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
対
策
に
は
あ
る

程
度
効
果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
管
理
す
る
飼
育
水
槽
数
や

種
苗
数
が
増
加
す
る
と
紫
外
線
殺
菌
海
水
の
使
用
量
に
上

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種
苗
生
産
の
改
善

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種
苗
生
産
の
改
善

  

松松  

永
　
夏

永
　
夏  

希
（
貝
類
科
）　

希
（
貝
類
科
）　
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限
が
あ
る
た
め
、
全
て
の
飼
育
水
槽
で
対
策
す

る
こ
と
は
困
難
で
し
た
。
来
年
度
は
、
原
生
動

物
の
影
響
を
受
け
や
す
い
稚
貝
の
収
容
直
後
は

原
生
動
物
等
の
侵
入
へ
の
対
策
を
徹
底
し
、
稚

貝
が
成
長
し
、
摂
餌
量
も
増
え
る
飼
育
後
半
で

は
原
生
動
物
の
増
殖
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
従

来
の
流
水
飼
育
に
切
り
替
え
て
対
応
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
種
苗
生
産
で
は

親
貝
飼
育
・
幼
生
飼
育
・
稚
貝
飼
育
そ
れ
ぞ
れ
で

改
善
を
行
い
、
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
改
善
を
続
け
、
安
定
し
た
種
苗

生
産
を
行
え
る
技
術
を
確
立
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

川
尻
地
区
で
は
、
現
在
22
名
の
漁
業
者
が
ア
ワ
ビ
漁
に

着
業
し
、
資
源
増
大
の
取
り
組
み
と
し
て
塩
ビ
パ
イ
プ
製

の
放
流
器
に
よ
る
種
苗
放
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
放
流
器

を
使
う
目
的
は
、
タ
コ
や
イ
セ
エ
ビ
、
大
型
魚
な
ど
の
天

敵
か
ら
ア
ワ
ビ
稚
貝
を
守
り
、
生
残
率
を
高
め
る
こ
と
で

す
が
、
種
苗
放
流
し
て
か
ら
数
週
間
が
経
過
し
た
後
も
放

流
器
の
中
に
稚
貝
が
留
ま
る
こ
と
が
あ
り
、
せ
っ
か
く
の

放
流
器
が
外
敵
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
海
が

荒
れ
放
流
器
が
無
く
な
る
な
ど
の
リ
ク
ス
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
川
尻
採
鮑
で
は「
茨
城
さ
い
ば
い
だ
よ
り
」第

28
、
29
号
で
紹
介
さ
れ
た
改
良
型
ア
ワ
ビ
放
流
器
を
使
っ

た
放
流
を
川
尻
地
先
漁
場
で
行
い
、
ア
ワ
ビ
稚
貝
が
放
流

器
の
中
に
留
ま
る
時
間
を
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
確

か
め
ま
し
た
。

２
．
試
験
方
法

（
１
）試
験
用
放
流
器
の
製
作

　

試
験
用
放
流
器
は
、
直
径
１
２
５
㎜
、
長
さ
１
０
０

㎝
の
塩
ビ
パ
イ
プ（
従
来
型
パ
イ
プ
）と
同
じ
サ
イ
ズ
の

塩
ビ
パ
イ
プ
を
水
平
方
向
に
半
分
に
切
っ
て
、
上
か
ら

光
が
入
る
よ
う
に
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
ネ
ッ
ト（
商
品
名

ト
リ
カ
ル
ネ
ッ
ト
、
目
合
10
㎜
×
10
㎜
）を
結
束
バ
ン

ド
で
固
定
し
た
も
の（
改
良
型
パ
イ
プ
）を
組
と
し
て
錘

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
ブ
ロ
ッ
ク
と
目
印
と
な
る
浮
子
付

き
ロ
ー
プ
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

（
２
）試
験
の
実
施

　

令
和
3
年
6
月
9
日
、
従
来
型
パ
イ
プ
と
改
良
型

パ
イ
プ
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
ワ
ビ
稚
貝（
殻
長
35
㎜
サ
イ
ズ
）

２
０
０
個
ず
つ
を
入
れ
た
試
験
用
放
流
器
8
基
を
漁
場

の
8
地
点（
水
深
3
～
4
ｍ
）に
投
入
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

試
験
区
1
～
8
と
し
ま
し
た
。

川
尻
採
鮑
に
よ
る
改
良
型
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
器
実
証
試
験
結
果
に
つ
い
て

川
尻
採
鮑
に
よ
る
改
良
型
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
器
実
証
試
験
結
果
に
つ
い
て

  
茨
城
県
水
産
試
験
場
　
渡

茨
城
県
水
産
試
験
場
　
渡  

邊邊    

直直  

樹
　
樹
　  

　

改
良
型
パ
イ
プ
と
従
来
型
パ
イ
プ
の
ア
ワ
ビ
稚
貝
が

留
ま
る
時
間
を
比
べ
る
た
め
、
6
月
11
日（
放
流
器
投

入
2
日
後
）及
び
6
月
16
日（
放
流
器
投
入
7
日
後
）に

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
イ
プ
に
残
っ
て
い
る
稚
貝
の
個
数
を
数

え
ま
し
た
。

３
．
試
験
結
果

　

放
流
器
投
入
2
日
後
に
試
験
用
放
流
器
を
確
か
め
た

と
こ
ろ
、
前
日
の
荒
天
に
よ
り
8
基
中
3
基（
試
験
区
2
、

3
、
4
）が
無
く
な
っ
た
た
め
、
残
り
の
5
試
験
区
で
効
果

を
調
べ
ま
し
た
。

　

2
日
後
の
放
流
器
に
残
っ
た
稚
貝
は
、
従
来
型
パ
イ
プ

が
1
～
92
個
、
平
均
44
・
８
個
、
改
良
型
パ
イ
プ
が
1
～
30

個
、
平
均
８
・
４
個
で
し
た
。
ま
た
、
同
じ
試
験
区
で
比
べ

た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
試
験
区
も
改
良
型
パ
イ
プ
に
残
っ

た
稚
貝
は
従
来
型
と
同
じ
個
数
か
少
な
い
結
果
で
し
た
。

7
日
後
の
放
流
器
内
に
残
っ
た
稚
貝
は
、
従
来
型
パ
イ
プ

が
0
～
69
個
、
平
均
14
・
６
個
、
改
良
型
パ
イ
プ
が
0
～
15

個
、
平
均
３
・
４
個
で
、
同
じ
試
験
区
で
の
比
較
で
は
、
2

日
後
と
同
じ
く
全
て
改
良
型
パ
イ
プ
に
残
っ
た
稚
貝
は
従

来
型
パ
イ
プ
と
同
数
か
少
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
改
良
型
パ
イ
プ
は
従
来
型
パ
イ
プ

に
比
べ
、
ア
ワ
ビ
稚
貝
が
よ
り
早
く
外
に
出
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
試
験
区
6
は
、
他
の
試
験
区
に
比
べ
中
に
残
っ

て
い
た
稚
貝
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
放
流
器
内
に
砂
が
溜
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
投
入
場
所
が
砂
地
で
ア
ワ
ビ
に
と
っ

て
適
し
た
環
境
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
放
流
器
の
外
へ
移

動
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

４
．
ま
と
め

　

今
回
の
試
験
結
果
か
ら
、
改
良
型
ア
ワ
ビ
種
苗
放
流
器

を
使
っ
た
種
苗
放
流
に
よ
り
、
稚
貝
が
中
に
留
ま
る
時
間

を
短
く
し
、
稚
貝
が
外
敵
に
襲
わ
れ
た
り
、
放
流
器
を
無

く
す
被
害
の
対
策
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
放
流
器
を
投
入
す
る
場
所
が
よ
く
な
い
と
、
稚

貝
が
上
手
く
外
に
出
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

ハマグリ放流用種苗

ハマグリ放流風景
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改
良
型
放
流
器
は
令
和
3
年
か
ら
河
原
子
地
区
で
も
使

用
さ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
地
区
で
使

わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
本
県
の
ア
ワ
ビ
資
源
の
増
大
に
つ
な

が
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

式典行事の様子 （写真提供：宮城県）

　

第
40
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～
食
材
王
国
み
や
ぎ
大
会
～

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
１
年
延
期
さ
れ
、

令
和
３
年
10
月
３
日（
日
）、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
ご
臨
席
の
も
と
、
宮
城
県
石
巻
市
及
び
仙
台
市
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
か
ら
は
計
14
名
の
参
加
団
を
組
織
し
、
大

会
事
務
局
が
定
め
た
感
染
防
止
対
策
を
遵
守
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

茨
城
県
参
加
団
は
、
式
典
行
事
、
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
及
び
リ

モ
ー
ト
行
事
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
行
事
は
石
巻
市
内
の『
マ
ル
ホ
ン
ま
き
あ
ー
と
テ
ラ
ス
』に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
浜
の
伝
統
・
文
化
を
披
露
す
る
映
像
上
映
に

よ
っ
て
開
幕
し
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
か
ら
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
向
け
た
地
域
の
人
々
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
と
関
係
者

の
尽
力
に
敬
意
が
表
さ
れ
、
全
国
各
地
で
日
頃
か
ら
豊
か
な
海
づ

く
り
に
尽
力
す
る
人
々
の
活
動
が
更
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
へ
の

期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
功
績
団
体
等
の
表
彰
、
児

童
に
よ
る
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
会
推
進
委
員
会
会
長
か
ら
大

会
決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
復
興
し
た
姿
を

示
す
と
と
も
に
、
自
然
と
の
共
存
を
通
じ
、
持
続
的
な
漁
業
の
実

現
に
努
め
て
い
く
」と
の
宣
言
が
な
さ
れ
、
満
場
の
拍
手
に
よ
り
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
は
石
巻
漁
港
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
黒
船
太
鼓
の
演
奏
と
漁
船
等
に
よ
る
海
上
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
見
守
ら
れ
る
中
、
大

会
関
係
者
に
よ
り
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
と
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
が
放
流
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
式
典
行
事
及
び
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
は
、
石
巻
市
の

会
場
か
ら
仙
台
市
の『
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
』へ
リ
モ
ー
ト
中
継
さ

れ
、
リ
モ
ー
ト
参
加
者
に
向
け
て
開
催
行
事
の
様
子
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
回
の
第
41
回
大
会
は
、
兵
庫
県
明
石
市
に
お
い
て
、
令
和
４

年
11
月
13
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
県
か
ら
も
参
加

団
を
組
織
し
て
出
席
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

第

　

第
4040
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
～
食
材
王
国
み
や
ぎ
大
会
～
へ
の
参
加

～
食
材
王
国
み
や
ぎ
大
会
～
へ
の
参
加

試験区 2日後 7日後 備考従来型 改良型 従来型 改良型
1 39 3 1 0
2 - - - - 流失
3 - - - - 流失
4 - - - - 流失
5 1 1 1 1
6 72 30 69 15 砂が溜まる
7 92 7 2 1
8 20 1 0 0

平 均 44.8 8.4 14.6 3.4

試験用放流器
（上：従来パイプ、下：改良型パイプ）

※試験開始時の種苗収容数：200個

従来型パイプ、改良型パイプに
残ったアワビ種苗個数


